
　那覇市長　宛

令和 年 9 月 25 日

中間報告書
令和7年6月13日付け、那覇市指令市ま第1080号で交付決定の通知を受けた当該事業について、現時

点での進捗を下記のとおり報告します。また、市ホームページへの掲載を承認し、中間報告会で他

団体とも内容を共有します。

1.事業名 沖映通りの防災パンフレット（マップ）更新作成

2.実施内容

（何をいつ実施したか(事務局会議は除く)、対象者や実施場所など）

言語決定に向けてのヒアリング調査（８月20日～）

現在の防災・観光マップをもとに、沖映通りの１回目調査（８月26日）

県外メンバーの舘岡舞がラジオ「なはまちファンクラブ」に出演（８月29日）

防災MAPステッカー委員会にどの言語にするかのアンケート（8月21日～27日）を実施し、結果をう

け、ネパール語、中国語に決定

ミニワークショップの講師、会場決定（９月19日）

更新内容確認のための調査（9月21日、22日）

ネパール語の翻訳依頼（9月23日）

7

団体名 ななほしてんとうむし会

代表者　知念　日和

担当者　糸数　貴子

「なは市民活動支援事業」

【良かった点】

3.事業を一言で

表現すると

(例：生活困窮世帯に食糧を配布することで、対象者が安定して食事が取れるように支援する。)

　　沖映通りの観光・防災マップを多言語化して地域の防災力が向上することで

　　観光客など土地勘のない人をサポートできる人材を育成する。

5.今後の活動予定

（事業期間内又はすでに終

了した団体については次の

予定）

（何をいつ実施するか、対象者や実施場所、など）

●ミニワークショップ　11月15日（土曜日）ジュンク堂にて

　　　　　　　　　　　講師は那覇市防災危機管理課の源河北斗さん　※内容等詳細はこれから決定す

●防災観光マップ　　　ネパール語と中国語版の翻訳依頼→デザイナーに依頼→校正→印刷→配布

　　　　　　　　　　　ゆいレール駅に設置

●沖映通り商店街振興組合に防災観光マップ及びデザインの移譲　ホームページなどへの掲載

【改善点・今後につなげる点】

4.これまでの活動の

振返り

●県外在住のメンバーが文書作成や防災MAPステッ

カー委員会のLINEの発信など担っていて、チーム

ワークが非常に良い。

●ミニワークショップの会場にジュンク堂を貸して

もらえることになった。沖映通りで実施できるのが

よかった。

●ミニワークショップを那覇市防災危機管理課に協

力依頼できた。

●高校生メンバーも昨年に引き続き活躍中である。

●メンバー全員が多忙で、なかなか一同に集まるこ

とができず、沖映通り商店街振興組合さんへの事業

説明ができていない。そのため連携が不足していて

例年行われている「一箱古本市」が今年度は開かれ

ないことも最近まで知らなかった。ミニワーク

ショップをその日に予定していたので計画の練り直

しが必要だった。今後はしっかり情報交換していき

たい。

●当初の予定より1カ月ほど進捗が遅れている。ス

ピード感をもって取り組んでいく。
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　　（　　沖映通り調査中　9月22日　　）

6.活動写真

（簡単な説明文を記入）

7.今回の達成目標

（当初の事業計画書に記載

した目標）

8.現時点の目標達成度

（例：60%達成）
25%

・現在あるマップの修正、印刷、配布

・2か国語に翻訳したマップの作成、印刷

・ミニワークショップの開催

（　なはまちファンクラブに出演　8月29　　） 　　　　　（　　8月26日の調査　　）

　　（　　沖映通り調査中　9月21日　　）
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